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日本医師会感染症危機管理対策室長   

釜 萢   敏 

 

 

日本小児科学会、日本医療研究開発機構（AMED）の実施する 

おたふくかぜワクチン接種後の副反応に関する全国調査について 

 

 

今般、日本小児科学会より、同学会が AMED と共同で実施している、国産おた

ふくかぜ単味ワクチン接種後の副反応が疑われる症状に関する全国調査につい

て、本会に対して協力方依頼がありました。 

同調査は、おたふくかぜワクチンの定期接種化を検討するための参考資料と

することを目的としており、１歳から小学校就学前までの小児を対象に、接種

後の副反応の有無を把握する一次調査と、一次調査で副反応を疑う症状が出た

症例の詳細な検討を行う二次調査の二段階調査となっております。 

つきましては、貴会におかれましても同調査の趣旨をご理解いただき、貴会

管下郡市区医師会に対する周知方、また、同ワクチン接種を実施している医療

機関への協力方ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

調査内容に関する詳細につきましては、下記サイトからご確認ください。 

https://mumps.children.jp/board/index.html 
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2021年8月19日 

公益社団法人 日本医師会 

会長  中川 俊男 殿 

公益社団法人 日本小児科学会 

会長 岡 明 

 

 

 

「おたふくかぜワクチン接種後の副反応に関する全国調査のお願い」について 

 

 

拝啓 残炎の候、貴学会の皆様にはますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素

は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本学会および日本医療研究開発機構（AMED）研究班では、共同でおたふくか

ぜワクチンの定期接種化を検討するための参考資料とすることを目的として、国産お

たふくかぜ単味ワクチン接種後の副反応が疑われる症状に対して多数例についての調

査研究を実施しています。 

本調査の対象年齢は、1歳から小学校就学前までのお子さまとしており、接種後の副

反の有無を把握する一次調査と、一次調査で副反応を疑う症状が出た症例の詳細な検

討のために二次調査による二段階調査となっております。 

 調査内容に関する詳細につきましては、下記サイトからご確認いただけましたら幸い

です。 

https://mumps.children.jp/board/index.html 

 

また、本研究は、日本小児科学会 予防接種・感染症対策委員会 多屋 馨子、日本医

療研究開発機構（AMED）研究班 菅 秀、鈴木 基が共同で調査を実施しております。 

 

是非、貴会の先生方にも本調査へのご協力をお願いしたく、ご連絡させていただき

ました。 

ご多忙の折、誠に恐縮に存じますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

敬具 
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操作の流れ 
 

サイトのアドレス：https://mumps.children.jp/ 
上記ＵＲＬで https://mumps.children.jp/board/index.html に転送されます。 

（暗号化通信のため、http で始まる一般のホームページとは異なり、https で始まりますのでご注意下さい。） 

 
新規接種例登録および４・８週後の副反応報告には、調査協力医が電話や外来で副反応を聞

いて登録する【電話法】と、保護者にＷｅｂサイトで報告してもらう【ＱＲコード法】（副反応がなか

った場合のみ。副反応があれば接種医師にただちに連絡）の２通りの方法があります。

https://mumps.children.jp/
https://mumps.children.jp/board/index.html
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トップページ（ダッシュボード） 

 
現在の登録状況を表示するページです。 

マイページに入るには右上の「ログイン/新規調査協力医」をクリックしてください。 
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ログインページ 

既に調査協力医登録がお済みの先生 

調査協力医メールアドレスとパスワードを入力後、「ログイン」ボタンをクリックして下さい。 

マイページに進みますｊ。 

※パスワードをお忘れの先生は、中央の「パスワードを忘れた方」をクリックして下さい。 

下の画面が表示されますので、登録した調査協力医メールアドレスを入力し送信ボタンをクリ

ックして下さい。このアドレスに新しいパスワードが送信されます。 

 

まだ調査協力医登録がお済みでない先生 

新規調査協力医登録が必要です。ログインページの下枠にメールアドレスを入力し「送信」をク

リックして下さい。 

☆ 迷惑メールフィルター等を使用されている場合は、mumps@evermedica.jp からのメールを受

信できるようにしておいて下さい。 

『調査協力医の登録』ページのアドレスが送られますので、クリックして登録ページを開き、必

要事項（＊印は必須項目）を入力して下さい。 

mailto:mumps@evermedica.jp
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調査協力医メールアドレス：ログイン用アカウントとなります。またパスワードを忘れた場合の

送信先に使用します。このアドレス宛に毎月 1 日の１３時３０分にリマインドメールとして副反応

報告可能リストを送ります。 

システムメール受信用メールアドレス：「お知らせメール」「副反応報告可能リスト」を調査協力

医メールアドレス以外でも受信したい場合は、こちらに追加入力して下さい。 

 

入力後、最下段の「登録してログイン画面へ」ボタンをクリックして下さい。 

ログインページに戻りますので、今登録した調査協力医メールアドレスとパスワードでログイン

して下さい。 
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マイページ 
 
これ以降の操作の起点となるページで、ここから新規接種例登録に進んだり、自院で登録した

接種例の一覧表示や４週後報告・８週後報告を入力するためのデータ抽出を行います。 

上部のメニューバーをクリックして、マイページ・データ一覧ページ・接種例登録ページ・データ

分析ページを移動できます。 

終了後は、メニューバー右端の「ログオフ」をクリックしてシステムからグオフして下さい。 
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◎ログイン医師名の右方にある「プロフィール修正」をクリックすると登録情報ページに移動し、

新規調査協力医登録の際に入力したメールアドレスやパスワード等を変更できます。変更後

は必ず最下段の「このデータで更新」をクリックして保存して下さい。マイページに戻ります。 

◎「ＱＲコード印刷」をクリックすると、後述のＱＲコード印刷ページに移動します。 

◎「質問とお答え(FAQ)」をクリックすると、これまでに寄せられた質問とそれに対する回答を表

示したページを開きます。「ダウンロード」をクリックすると、各種ドキュメントのダウンロードペー

ジに移動します。 

 

新規接種例登録 

クリックすると、接種例登録ページに移動します。上部のメニューバーの「接種例登録」をクリッ

クしても移動できます。 

【電話法】で接種後４・８週間の副反応を調査協力医自身が報告する場合はこちらで登録を開

始して下さい。【ＱＲコード法】で保護者の QR コード読取りにて無症状報告を受ける場合は、ま

ず上の「ＱＲコード印刷」をクリックしてあらかじめＱＲコード用紙を印刷し、接種後に保護者に

左半分を渡し、新規接種例登録をして下さい。 

 

自院接種データ閲覧 

 

接種４週間後の報告 

接種８週間後の報告 

接種年・月を選んで「抽出」をクリックすると、接種４週間後の報告ページ、接種８週間後の報

告ページに移動します。 

 

期間指定で閲覧 

接種期間を指定して「抽出」ボタンをクリックすると、その期間内に自院で接種したデータが下

に表示されます。デフォルトでは最近１年分が表示されています（件数が多い場合は、最下段

にページ番号が表示されますので、これをクリックして表示されるページを移動して下さい）。 

リストの項目名クリックすると並べ替えが出来ます。 

「編集/詳細」をクリックすると、登録したデータの接種例登録ページに移動するので登録デー

タの修正ができます。 

４・８週間後の報告が済みであれば４週間後報告欄・８週間後報告欄に●が表示されます。【Ｑ

Ｒコード法】で保護者からＷｅｂサイトでの副反応なし報告がなされている場合は、「● (保護者

からの自主報告)」と表示されます。接種後４週間または８週間が経過し報告可能な時期となっ

ていて未だ報告が登録されていない場合は◯が表示されます。報告可能な時期となっていな

い場合は何も表示されません。 

それぞれ「◯」や「●」をクリックすると、副反応報告ページに移動しますので、個別に報告や修

正ができます。 



8 
 

接種例登録ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本データベースには匿名化された情報のみを格納します。 

接種例登録に必要な項目は、被接種者ＩＤ・接種日・接種時年齢・性別・本接種の回数・接種ワ

クチンメーカーであり、個人名や自院の患者ＩＤなどは記入しないようお願い致します。 

・メモ欄にはワクチンのロット番号などの覚書を記入することができますが、個人が特定される

情報の入力はしないように気を付けて下さい。 

・登録したデータとの紐づけのため、自院内で保存・管理するカルテや匿名化対応表等に被接

種者ＩＤ・接種日を記録しておく必要があります。 

・被接種者ＩＤは本システムによって重複のないよう割り振られる文字列であり、自院患者ＩＤな

どを入力することはできません。 
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・【ＱＲコード法】を採用し、４・８週後に副反応がなかった場合に保護者によるＷｅｂサ

イト入力で報告を受ける方法をとる場合、「被接種者ＩＤ」は既に本システムによって割

り振られ印刷されています。これを「被接種者ＩＤ」欄に入力して下さい。 

・ 【電話法】を採用し、調査協力医自身が４・８週後に副反応がなかったか電話や外

来受診時に聞き取り副反応登録する方針の場合は、被接種者ＩＤ欄の右にある「新

規作成」ボタンをクリックして本システムによる被接種者ＩＤの自動割り振りをして下さ

い。 

・患者さんにごとに、【ＱＲコード法】にするか【電話法】にするかを調査協力医の判断で選択す

ることができます。 

・【ＱＲコード法】で保護者からの４・８週後報告を受けることにしていても、【電話法】に変更して

調査協力医が４・８週後報告を書き込むことは可能です。 

・【ＱＲコード法】で保護者からの４・８週後報告を受けた後、調査協力医がその回答を修正・上

書きすることも可能です。 

・入力に欠落がある場合は登録することが出来ません。 

・欠落がある状態で「登録」をクリックした場合、欠落している個所が赤字で表示されます。 

入力が終了したら、最後に「確認ページへ進む」ボタンをクリックして下さい。 

 

確認ページに移動しますので、

この内容でよければ「登録を完

了する」をクリックして下さい。 

修正する場合は「修正する」をク

リックすると接種例登録ページ

に戻ります。 

 

★確認後必ず「登録を完了す

る」ボタンをクリックして下さい。

この操作がないとデータは保存

されません。 

 

「登録完了しました。」と表示されます。被接種者ＩＤは必ずカルテや匿名化対応表などに記載

しておいて下さい。「続けて入力する場合はこちら」をクリックすると新たな登録のために接種例

登録ページに移動します。 
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接種４・８週間後の報告ページ 

マイページで接種年・月を選択して「抽出」ボタンをクリックすると該当する被接種者のリストが

表示されます。報告済みのデータは４週間後報告欄・８週間後報告欄に青字で「副反応入力：

済」と、未報告のデータは赤字で「副反応入力：未」と表示されます。 

 

副反応なしで報告する場合は、データの左にあるチェックボックスをクリックしてください。複数

例を選択して一括報告できます（左上の「すべて選択」の左にあるチェックボックスをクリックす

るとこのページに表示している全てのデータを選択できます）。 

表の上および下の「チェックを入れた症例を「副反応なし」で報告する」ボタンをクリックすると、

一括で副反応なしとして報告されます（健康状態[健康]、入院[なし]、エピソード[なし]で報告さ

れ、同時接種ワクチンと詳細は変更されません）。 

 

副反応を認めた症例については、データの右にある「副反応報告」ボタンをクリックし、副反応

報告ページに移動して副反応の報告をして下さい。 
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副反応報告ページ 

項目名に従って入力して下さい。 

各項目の「取り消す」をクリックすると、チェックした状態をどちらもなしの状態に戻せます。報告

したい部分だけ報告できるので、すべての項目を入力しなくても登録を完了できます。 

入力が終了したら、最後に「確認ページへ進む」ボタンをクリックして下さい。 
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QR コード印刷ページ 

接種４・８週後に副反応がなかった場合に、保護者に専用 Web サイトで報告してもらうためのＱ

Ｒコード報告用紙を印刷します。印刷枚数を指定（10 枚から 100 枚まで）して、「印刷実行」ボタ

ンをクリックすると、指定枚数のＱＲコード報告用紙を含むＰＤＦファイルが表示されますのでこ

れを印刷して下さい。このＱＲコード報告用紙の左半分を保護者に渡し、４・８週後に QR コード

をスマートフォンで読み取ってもらい、保護者用Ｗｅｂサイトにアクセスして頂きます。右半分は

自院の控えとしてお使い下さい。 

☆ＱＲコード報告用紙には、本システムが割り振った唯一無二の未使用の被接種者 ID がそれ

ぞれ印刷されています。一人の被接種者に一枚の用紙をお使い下さい。 

 

【利用の重要ポイント】  

・ＱＲコード報告用紙が足りなくなれば、毎回マイページからＱＲコード印刷をクリックし、

必要枚数を選びダウンロード（「印刷実行」ボタン）して下さい。 

・例えば 10 人分が必要なら,10 枚を選びダウンロードして下さい。 

・プリンターの印刷枚数は毎回必ず「１枚」にしてください。 

【注意！】以下の利用・操作は決して行わないようにして下さい。 

× カードが足りなくなったので過去に印刷した PDF を再度印刷して使う。 

× プリンターの印刷枚数を「２枚」以上にする。 

 過去に配布されたＱＲコード報告用紙と同一のＱＲコード報告用紙を使うと、被接種

者ＩＤが重複してしまい、エラーが生じます。正しくは、毎回  必要枚数のＱＲコード報告

用紙をダウンロードし、プリンターの印刷枚数は「１枚」とセットして印刷して下さい。 
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ＱＲコード報告用紙 

 

 

☆ 【ＱＲコード法】：ＱＲコード報告用紙を利用した保護者による報告は、副反応を報

告してもらうためのものではなく、あくまでも副反応がなかった場合に報告してもらう

手段です。副反応を疑う症状を認めた場合は、電話などで接種医にすぐ報告する

ようにくれぐれもご指導下さい。 

 

≪保護者がスマートフォン等でアクセスする保護者用Ｗｅｂサイト≫ 

ＱＲコードを用いてアクセスする保護者用サイトのＵＲＬは被接種者ＩＤごとに異なります。 

 

 

最初に被接種者の確認ページが開きます。 

被接種者ＩＤ、接種日、性別、接種時年齢、接種回数、接種医

療機関名が表示されますので、確認後「報告へ進む」ボタン

をクリックしてもらいます。 

 

その後に表示されるページは、接種から４週間または８週間

経過しているか、報告済であるか未報告であるかにより異な

ります。 
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まだ接種後４週間経過していない場合は、 

右のようにその旨が表示されます。 → 

４週間経過しており、未報告の場合、 

４週間後報告のページが表示されます。 

８週間経過しており、４週間後報告が 

未報告の場合も、まず４週間後報告の 

ページが表示されます。↓ 

 

接種後４週間経過するまでに副反応がなかった場合には、

「なかった」を選択してもらいます。下のような確認メッセージ

が表示されるので、「ＯＫ」をクリックして進みます。 

 

 

 

 

８週間経過している場合は、引き続き８週間後報告のページ

が表示されます。まだ８週間経過していない場合は、報告受

付完了のページが表示されて終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

いずれかの症状があった場合には「あった」を選択してもらい

ますが、原則として副反応を疑った場合は、すみやかに接種

医に連絡することが前提ですので、接種医は把握しているは

ずです。４週間後報告・８週間後報告ともに、保護者がいず

れかの症状が「あった」を選択した場合は下のページに移動

し、接種医療機関名と電話番号が表示され、万が一接種医

への連絡がまだの場合は連絡するよう促します。 
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データ一覧ページ 

上部のメニューバーより「データ一覧」をクリックすると、自院のデータの一覧が表示されます。 
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データ分析ページ 

上部のメニューバーより「データ分析」をクリックすると、「グラフデータで表示」か「数値データ抽

出」が表示されます。 

数値データ抽出 

 

 

 

数値データ抽出では、自院で登録したデータのみが抽出されます。 

抽出したい項目の横にあるチェックボックスをクリックしてください。複数選択可能です。 

それぞれの抽出したい項目の条件を指定してください。 

「データ抽出」をクリックすると下にデータが表示されます。 

「CSV ファイル出力」抽出した情報を CSV ファイルに出力します。 
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グラフデータで表示 

「登録件数推移」「年齢別接種件数」「ワクチン会社別接種件数」「ワクチン接種回数別件

数」の４種類が表示可能です。 

年齢別接種件数は、期間を指定して表示できます。 

グラフはそれぞれ「全データ」「自院データ」を切り替えて表示できます。 
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《注意事項》 

・本システムの調査協力医用サイトは、セキュリティのため、保護者に４・８週後報告を入力して

もらう保護者用サイト（https://otafuku.children.jp/）とは別のサイトとしています（データは同一

のデータベースに格納されます）。 

・本サイトのＵＲＬを事務局にことわりなく検索サイトに登録することはしないで下さい。 

・本サイトへのリンクを事務局にことわりなくどこかのページに掲載することはしないで下さい。 

・ご自分で使用しているＰＣや医療機関のＰＣのデスクトップやブラウザーの「お気に入り」に本

サイトへのリンクを登録しておくことは構いませんが、他人のＰＣや医療機関以外の人が使用

する可能性のあるＰＣ（ネットカフェのＰＣなど）にはリンクを登録しないで下さい。 

 

《お問い合わせ》 

・本サイト上のＦＡＱは随時更新されておりますので、使い方などでご不明な点がありましたら

ご覧下さい。 https://mumps.children.jp/info/faq.html 
・本調査に関するお問い合わせは、下記にお願い致します。 

 

日本小児科学会 予防接種・感染症対策委員会 

〒112-0004 東京都文京区後楽 1 丁目 1 番 5 号 水道橋外堀通ビル 4 階 

TEL: 03-3818-0091 FAX: 03-3816-6036 

jps_wakuchin@jpeds.or.jp 
 

 

 

____________________________________________________________________________ 

株式会社エバーメディカ 

〒424-0815 静岡県静岡市清水区江尻東１丁目１―５ 

カーニープレイス清水５階 

http://www.evermedica.com 
____________________________________________________________________________ 

 
 

https://mumps.children.jp/info/faq.html



